
八
代
妙
見
祭
が
八
代
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
に

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

　
12
月
1
日
未
明
（
日
本
時
間
）、
エ
チ
オ
ピ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
政
府
間
委
員
会
に
お
い
て
、
八

代
妙
見
祭
を
含
む
全
国
33
の
祭
り
が「
山や

ま

・
鉾ほ

こ

・
屋や

た
い
ぎ
ょ
う
じ

台
行
事
」と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録（
代

表
一
覧
表
記
載
）
が
決
定
し
、
同
日
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
で
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
は
、
こ
れ

ま
で
歌
舞
伎
（
２
０
０
８
年
登
録
）
や
和
食
（
２
０
１
３
年
登
録
）
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、「
山
・
鉾
・

屋
台
行
事
」
の
登
録
に
よ
り
、
日
本
の
代
表
一
覧
表
へ
の
記
載
は
21
件
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

山や

ま

・
鉾ほ

こ

・
屋や

た

い

ぎ

ょ

う

じ

台
行
事

　

山
・
鉾
・
屋
台
行
事
は
、
地
域
社
会
の
安
泰
や
災

い
・
厄
を
払
う
こ
と
を
願
い
、
地
域
の
人
々
が
一
体

と
な
っ
て
執
り
行
う
「
山
・
鉾
・
屋
台
」
の
巡
行
を

中
心
と
し
た
祭
礼
行
事
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
八
代

妙
見
祭
は
、
神
幸
行
列
の
出
し
物
と
し
て
9
基
の
笠

鉾
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
笠
鉾
が
「
山
・
鉾
・
屋
台
行

事
」
の
「
鉾
」
に
あ
た
り
、「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

の
構
成
団
体
の
１
つ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
行
列

全
体
が
登
録
に
あ
た
る
と
し
て
、「
八
代
妙
見
祭
の

神
幸
行
事
」
と
の
名
称
で
申
請
・
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
に
類
似
し
た
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
33

件
の
祭
礼
行
事
を
グ
ル
ー
プ
化

し
て
提
案
さ
れ
、
こ
の
度
、
登

録
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
は
、
２
０
０
３
年
採
択

の
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
の
も
と
、
無
形
文
化
遺

産
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。条
約
締
約
国（
現

在
１
７
１
カ
国
）
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
に
申
請
が
な
さ
れ

た
後
、
定
義
に
値
す
る
か
を
評
価
機
関
が
審
査
を
行

い
ま
す
。
そ
し
て
、
政
府
間
委
員
会
に
お
い
て
決
定

が
な
さ
れ
る
と
、「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
代
表

的
な
一
覧
表
」
へ
の
記
載
（
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
）
と
な
り
、
世
界
の
宝
と
し
て
認
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

登
録
決
定
の
瞬
間

　
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
が
政
府
間
委
員
会
で
審

議
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
た
11
月
30
日
午
後

8
時
頃
、
八
代
妙
見
祭
関
係
者
は
登
録
決
定
を
祝
お

う
と
、
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
の
が
ら
っ
ぱ
広
場
に
約

１
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

通
訳
2
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
現
地
の
会
議

の
様
子
を
聞
い
て
逐
次
報
告
で
き
る
状
態
に
し
、

決
定
後
に
行
わ
れ
る
く
す
玉
割
り
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
も
完
了
。
ス
ク
リ
ー
ン
で
今
年
の
八
代
妙
見
祭

の
様
子
が
流
さ
れ
た
り
、
折
り
紙
で
つ
く
っ
た
亀

蛇
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
会
場

内
は
お
祝
い
ム
ー
ド
に
。
多
く
の
報
道
陣
も
詰
め

か
け
、
今
か
今
か
と
そ
の
決
定
の
瞬
間
を
皆
待
ち

わ
び
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
複
数
件
あ
っ
た
審
議
は
遅
れ
、
午
前
0

時
を
回
っ
て
も
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
の
審
議
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
。
明
日
の
審
議
に
持
ち
越
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
雰
囲
気
が
漂
う
中
、
登
録
決
定

の
瞬
間
は
突
然
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
付
が
変
わ
っ
た
12
月
1
日
の
午
前
2
時
2
分
、

「
登
録
決
定
」
と
の
言
葉
が
司
会
か
ら
発
せ
ら
れ
る
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登
録
決
定
ま
で
の
経
緯

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
ま
で

は
長
い
道
の
り
で
し
た
。

■
平
成
21
年
9
月

　「
京
都
祗
園
祭
の
山
鉾
行
事
」
と
「
日
立
風

　
流
物
」
が
登
録

■
平
成
23
年
3
月

　「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」
が
国
の
重
要

　
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る

■
平
成
26
年
3
月

　「
京
都
祗
園
祭
の
山
鉾
行
事
」
と
「
日
立
風

　
流
物
」
を
拡
張
し
、
国
指
定
重
要
無
形
民

　
俗
文
化
財
を
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と

　
し
て
グ
ル
ー
プ
化
し
、
提
案
さ
れ
る

■
平
成
26
年
6
月

　
審
査
件
数
が
上
限
を
上
回
っ
た
た
め
、「
山
・

　
鉾
・
屋
台
行
事
」
の
審
査
は
1
年
先
送
り

　
と
さ
れ
る

■
平
成
27
年
3
月

　
再
提
案
さ
れ
る

■
平
成
28
年
10
月

　
評
価
機
関
よ
り
「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産

　
の
代
表
的
な
一
覧
表
」へ
の
記
載
勧
告

■
平
成
28
年
12
月

　
政
府
間
委
員
会
に
お
い
て
記
載
の
決
議
、

　
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る

　（
現
地
時
間
11
月
30
日
）

青森 ①八戸三社大祭の山車行事

秋田
②角館祭りのやま行事
③土崎神明社祭の曳山行事
④花輪祭の屋台行事

山形 ⑤新庄まつりの山車行事
茨城 ⑥日立風流物

栃木 ⑦烏山の山あげ行事
⑧鹿沼今宮神社祭の屋台行事

埼玉 ⑨秩父祭の屋台行事と神楽
⑩川越氷川祭の山車行事

千葉 ⑪佐原の山車行事

富山
⑫高岡御車山祭の御車山行事
⑬魚津のタテモン行事
⑭城端神明宮祭の曳山行事

石川 ⑮青柏祭の曳山行事

岐阜
⑯高山祭の屋台行事
⑰古川祭の起し太鼓・屋台行事
⑱大垣祭の車山行事

愛知

⑲尾張津島天王祭の車楽舟行事

⑳知立の山車文楽とからくり

㉑犬山祭の車山行事
㉒亀崎潮干祭の山車行事
㉓須成祭の車楽船行事と神葭流し

三重
㉔鳥出神社の鯨船行事
㉕上野天神祭のダンジリ行事
㉖桑名石取祭の祭車行事

滋賀 ㉗長浜曳山祭の曳山行事
京都 ㉘京都祇園祭の山鉾行事

福岡
㉙博多祇園山笠行事
㉚戸畑 園大山笠行事

佐賀 ㉛唐津くんちの曳山行事
熊本 ㉜八代妙見祭の神幸行事
大分 ㉝日田祇園の曳山行事

ユネスコ無形文化遺産の

「山・鉾・屋台行事」

と
、会
場
内
は
夜
中
に
も
関
わ
ら
ず
大
盛
り
上
が
り
。

拍
手
が
鳴
り
響
く
中
、
く
す
玉
割
り
と
鏡
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
つ
む
い
で
い
く

　

こ
れ
か
ら
も
何
百
年
と
続
く
で
あ
ろ
う
「
八
代
妙

見
祭
」。
現
在
、
約
１
７
０
０
人
が
神
幸
行
列
に
参

加
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
他
に
も
多
く
の
関
係
者

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

12
月
17
日
、
厚
生
会
館
で
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
を
記
念
し
、
吉
村
作
治
特
別
講
演
会
が
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
国
際
大
学
学
長
・
教
授
で
あ
り
、
早
稲

田
大
学
名
誉
教
授
の
吉
村
氏
が
「
日
本
の
祭
り
と

そ
の
起
源
～
時
空
を
超
え
て
～
」
と
題
し
、
日
本

の
祭
り
と
エ
ジ
プ
ト
の
関
係
や
日
本
の
さ
ま
ざ
ま

な
祭
り
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

①

②
③
④

⑤

⑥⑦⑧
⑨⑩ ⑪

⑫ ⑬

⑱
㉔㉕
㉖
㉗
㉘

㉙㉚㉛

㉜

㉝

⑲～㉓

⑭
⑯
⑰

⑮
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▲登録を祝し、関係者によるくす玉割り

が
携
わ
っ
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
行
列
参
加
者
や
関
係
者
と
し
て
妙
見
祭
に
関

わ
る
こ
と
で
、
ユ
ネ
ス
コ
登
録
に
値
す
る
と
さ
れ
た

伝
統
が
未
来
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

ネ氏


